
XI.本棟改修工事について

背菜

第2次同立大学部施設緊急整備5か年計画 (平成
18-22年度)にiEづく教育研究)_.蔓触施設の再生計画の
推進のため,)TT都大学でも老朽施設の何/ヒ解僻が進め
られている.学内の耐娼診断の結鬼 火‥JlullF_では本館

塵 実年:)968年)と火同研究Ll桁的施戚 (旭等年:1969
年)の構造耐顔指標が低い値を'T<し,緊急に耐娘改修が

必要とtFり断された.一方,研究Irrは中州11招 ･rlrlglnlhJ珂
(平成 16-21年度)で本棟 ･炎同利川棚 ･サル施設桃の

耐蔑改修と機能強化を掲げ,その実現を計り,概算要求

で予算卿 等を進めていた.こうした背鼓から,TFJ或 [8

年度の補正予算により本館他の改修が実現されること

になった.

目的

上記の背菜から耐蔑補強が改修の主目的となったが,

機能改修も当初から検討され,特にゾーニング (動物を

利用する区域とそれ以外の区域の分離)の整備,ならび
にセキュリティ向上が重点目標となった.

計画概要

本館 (以下本棟と呼ぶ)および類人猿行動実験棟の利

用状況を調査し,耐震補強とともにゾーニングのレイ

アウトを検討した.この結果,本棟では地階以外の階す

べてから生きた動物を利用する部屋を類人猿行動実験

棟に移動させ,動線も見直してゾーニングを達成する

目処がついた.さらに,各部屋の利用状況を点検し,分

野施設や院生室の集約性や機能性を高めることも計画

した.また,これまで不焔であったバリアフリー対休な

ど安全性向上も計両に盛り込んだ.

開始と完了

本部施設環境部との折衝により,平成 19年の年明け

から設計をはじめとする工事の実施計画の検討が進ん

だ また,同時に工事中の移転先や動物飼育施設,実験

施設等の運用方法を検討した.設計には後藤建築 ･環境

設計事務所が参加し,施設環境部に同行 してヒアリン

グを重ねた.この過程で強度の見直しも進み,最終的な
耐)Fii補強工事の形が決定した.

工矩中の移転では,岐阜大学旧大学病院 (岐阜市司
町),糸古屋経折大学 (犬山市内久保),オリムパス製錬

株式会社犬山工場 (犬山市大字上野字石塚),財Ffl法人

日本モンキーセンター旧研究所 (犬山市来柄)を借用さ
せていただくことが決まった.

｢京都大学 (犬LIJ)誠長類研究所本館等改修その他J_
事｣の名称で入札により工'打紐'1は施lI管理が大地鯉設
株式会社,建築が林本地没株式会社,設備が川崎設備工

業株式会社,電気が∩川''屯気上 (̂株式会社と決定した.

契約日は平成 19年 7J119n,Lz･工Hは同7月20日で

あった.完成期限はLL-'l初契約で平成 20年 3月 7日であ

ったが,途中で3月 3日｢に延長された.また,完成検査

は平成 20年 3月27日に実施された,

耐震補強のた


